
大腸カプセル内視鏡の前処置について 
 

必要物品・・・プルゼニド2 錠 マグコロールＰ 自宅にあるコップ 水（水道水で可） 
     ナウゼリン1 錠 ラキソベロン1 本 時計 
 

※ 大腸カメラ前日に、出来れば摂取しないで欲しい食品の一覧 

ニラ、ネギ、わかめ、ひじき、トマトの皮、キャベツの硬いところ、ごぼう、こんにゃく 

繊維の多いもの、オクラ・キウイ・スイカ等のたね類、ごま等） 

便秘の方は２～３日前から控えてもらうと良いでしょう。 

  

１． 検査前日の夕食後 夜１０時から絶食してください。（水・お茶は飲んでも大丈夫です。） 

２． 寝る前にコップ一杯程度のお水で 下剤（プルゼニド2錠 赤い粒）を服用下さい。 

３． 検査当日の朝食は絶食です。お水やお茶は朝10時まで飲水可能です。 

薬を服用されている方は要相談ですので申し出てください。 

（血圧のお薬など指示されたお薬は基本的に検査後に服用してください。） 

４． 検査当日の6時00分・・・マグコロールＰのふたを開け ５００ｃｃ程度水を入れ 

よく振って薬を溶かしてください。溶解する前は粉末状です。 

全て溶けたのを確認したら１８００ｃｃまで水を入れてください。 

５． 吐き気止め(ナウゼリン１錠 白い粒）をコップ一杯のお水で 服用してください。 

６． 先ほど作ったマグコロールＰの服用開始です。 

まずコップにラキソベロンを1 本全て入れます 

その上から マグコロールをコップ一杯になるまで、注いで下さい。 

6時00分から7時00分の60分で900ｃｃ服用していただきます。 

残りの900ｃｃを7時00分から8時00分までに服用してください。 

 

※マグコロールＰの服用終了近く あるいは服用後に便意をもよおしてくると思います。 

 

※マグコロールＰの服用開始時間は厳守してください（検査開始に影響が出ます） 
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７．5回から10回程度の排便があります。便の状態を観察しておいてください。 

※腹部マッサージや軽い運動（ウォーキング）をすると排便がよくなります。それでも 

排便がスムーズに出ない時には、追加の処置を行うことがあります。 

 

８．便の状態は水様になるのが目標ですが、水様の薄黄色の 

状態でも十分検査できます。 

 

９．9時前に来院してください。 

 来院されましたら受付に診察券・予約票･同意書を提出してください。 

 

１０．大腸カプセル内視鏡は、長さ31.5ミリ、直径11.6ミリで薬のカプセルのような形をし

たものです。これを口から飲み込むだけで検査が出来ます。カプセルを飲みこんだ後に 

追加の下剤を飲んでカプセルを流していきます。 

 

１１．カプセルの小型カメラが内蔵されており、1秒間に最大35枚の撮影が出来ます。 

無線で大腸の画像データを送信して外部装置に記録し、その情報をコンピューターで 

解析します。カプセルは使い捨てなので、検査後 排便とともに体外へ排出されます。 

 

１２．カプセルが排出されれば検査終了です。（平均3-4時間です。） 

 

１３．ご不明な点があれば何なりとご質問ください。 

 

１４．予約をキャンセル あるいは日程の変更をご希望の時は電話にてご連絡ください。 

 ひうらクリニック 072-782-1211 
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